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2月20日　新潟労働局へ要請

５日 柏崎地区は400人が結集

７日 県央地協は300人が参加2月25日　新潟県へ要請

2月22日　新潟県経営者協会へ要請

すべての労働者と連帯してがんばろう

参加者に呼び掛ける齋藤会長

集会アピールを読上げる
鳥島達郎さん
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3月の主な活動
	 2日	 第2回地協代表者会議
		  にいがたユニオン定期大会
	 4日	 化学・資源エネルギー部門連絡会
	 6日	 2013春季生活闘争
		  　　県中央総決起集会
	 7日	 第2回メーデー実行委員会
		  食品部門連絡会
	 9日	 女性委員会四役会議
		  国際女性デー
		  　　第20回にいがた集会
		  土曜労働相談会
	14日	 流通部門連絡会
	15日	 第5回四役会議
		  三役懇談会
	18日	 第3回政策委員会
	19日	 第1回医療部門連絡会
	21日	 アジア・アフリカ救援米発送式
	26日	 第5回執行委員会
� （拡大闘争委員会）
	30日	 2013春季生活闘争
		  　中小・地場総決起集会（長岡市）
		  「妥結ミニマム基準額」設定会議

　
三
月
六
日
連
合
新
潟
と
連
合
新
潟
地
協
は
合
同
で
「
二

〇
一
三
春
季
生
活
闘
争
勝
利
！
新
潟
県
中
央
総
決
起
集

会
」
を
開
催
。
構
成
組
織
・
単
組
か
ら
五
〇
〇
人
を
超
え

る
組
合
員
が
結
集
し
て
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善

を
求
め
て
、
新
潟
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

今
年
も
単
組
へ

激
励
訪
問
を
実
施
中

春
季
生
活
闘
争
で

各
団
体
へ
要
請
行
動
展
開

『傷んだ雇用・労働条件』の復元と、
すべての働く者のディーセント・ワーク実現へ

　

主
催
者
を
代
表
し
齋
藤
会
長

は
、
二
〇
一
三
春
季
生
活
闘
争

の
基
調
と
課
題
を
次
の
三
点
と

し
「
そ
の
一
つ
は
春
季
生
活
闘

争
。
組
織
さ
れ
た
私
た
ち
が
労

働
者
の
先
頭
に
立
ち
、『
傷
ん

だ
雇
用
・
労
働
条
件
』
の
復
元

と
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
働
き

が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事

の
実
現
に
向
け
、
賃
金
に
も
、

労
働
条
件
に
も
こ
だ
わ
り
、
そ

の
引
上
げ
で
、
格
差
是
正
と
デ

フ
レ
脱
却
を
は
か
る
闘
い
を
展

開
す
る
事
。
そ
の
二
つ
は
組
織

拡
大
、
そ
の
三
つ
は
七
月
の
参

議
院
選
挙
で
の
勝
利
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
構
成
組
織
を
代
表

し
、
民
間
部
門
・
情
報
労
連
の

久
保
谷
浩
さ
ん
、
官
公
部
門
・

自
治
労
の
渡
部
道
宏
さ
ん
、
女

性
委
員
会
の
高
松
由
美
子
さ
ん

（
日
教
組
）
の
３
人
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
等
に
つ
い
て
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
新
潟

地
協
青
年
女
性
委
員
会
の
鳥
島

達
朗
さ
ん
（
電
力
総
連
）
か
ら
、

「
こ
の
集
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、

各
職
場
・
単
組
・
地
域
か
ら
闘

い
を
巻
き
起
こ
し
、
地
場
へ
も

喚
起
を
は
か
る
と
と
も
に
、
組

織
さ
れ
て
い
な
い
労
働
者
や
パ

ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
非
正
規

労
働
者
を
含
む
、
す
べ
て
の
働

く
仲
間
た
ち
に
闘
い
の
輪
を
広

げ
よ
う
」
と
提
案
し
、
全
員
の

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
集
会
で
は
、
連
合
新
潟

の
推
薦
が
決
定
し
て
い
る
参
議

院
選
挙
予
定
候
補
の
風
間
直
樹

参
議
院
議
員
も
駆
け
付
け
、
連

帯
の
挨
拶
と
今
夏
の
選
挙
へ
の

決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
、
会
長
や
風
間
参

議
院
議
員
を
先
頭
に
、
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
新

潟
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、
連
合

新
潟
や
労
働
組
合
だ
け
の
主
張

で
は
な
く
、
市
民
や
一
般
の
労

　

連
合
新
潟
は
、
各
団
体
へ
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
労
働
局
で
は
、
齋
藤
会

長
は
「
働
く
も
の
の
労
働
条
件

の
改
善
に
む
け
て
、
特
に
最
低

賃
金
の
引
上
げ
、
年
休
の
完
全

取
得
、
労
働
関
係
法
の
周
知
・

説
明
、
そ
し
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
環
境
整
備
な
ど

労
働
局
と
力
を
あ
わ
せ
て
い
き

た
い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
大
崎
労
働
局

長
は
、「
厳
し
い
雇
用
情
勢
の

中
で
、
労
働
条
件
を
し
っ
か
り

守
り
、
全
員
参
加
型
の
社
会
の

構
築
に
む
け
て
、
男
性
も
女
性

も
、
高
齢
者
も
障
が
い
者
も
、

非
正
規
労
働
者
も
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
努
め

た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
経
営
者
協
会
へ
は
第

　

連
合
新
潟
の
齋
藤
会
長
・
牧

野
事
務
局
長
に
よ
る
単
組
へ
の

激
励
訪
問
を
展
開
中
で
す
。

　

新
潟
地
協
は
二
月
二
一
日
、

三
月
六
日
、
八
日
、
中
越
地
協

で
は
二
月
二
八
日
、
三
月
一
日

と
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
単
組
の

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

要
求
書
を
提
出
し
交
渉
段
階

の
こ
の
時
期
に
、
単
組
の
状
況

働
者
全
体
の
課
題
で
も
あ
る
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
各
地
協
や
支
部
で
も
総

決
起
集
会
や
単
組
代
表
者
会
議

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
地

域
に
お
け
る
情
報
交
換
や
共
有

化
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

春
季
生
活
闘
争
の
目
的
の
一

つ
は
、
こ
の
「
春
の
時
期
」
に

「
労
働
組
合
が
一
斉
に
交
渉
す

る
」
こ
と
で
、
闘
い
を
結
集
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
単
組
の
賃
上
げ
・
労
働
条
件

改
善
の
交
渉
の
結
果
が
、
自
分

た
ち
の
労
働
組
合
・
組
合
員
だ

け
で
な
く
、
新
潟
県
内
に
働
く

非
正
規
労
働
者
や
労
働
組
合
に

入
っ
て
い
な
い
未
組
織
労
働
者

へ
波
及
さ
せ
、
県
内
に
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
の
底
上
げ
・
底

支
え
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
再
度
確
認
し
、
連
合
新

潟
に
結
集
す
る
労
働
組
合
と
し

て
、
地
域
・
地
場
か
ら
賃
金
相

場
を
上
げ
て
い
く
運
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

二
五
回
新
潟
県
労
使
懇
談
会
と

し
て
、
現
在
の
経
済
情
勢
や
雇

用
・
賃
金
な
ど
の
状
況
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
か
ら
は
経
営
労
働

政
策
委
員
会
報
告
に
対
す
る
考

え
方
や
、
県
の
人
口
減
少
に
関

わ
っ
て
生
産
人
口
を
増
や
し
て

い
く
た
め
の
知
恵
を
労
使
で
出

し
合
う
こ
と
な
ど
を
申
し
入
れ
、

県
経
営
者
協
会
の
並
木
会
長
か

や
課
題
、
ま
た
六
〇
歳
超
雇
用

延
長
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
、
現
場
に
密
着
し
た
春
季
生

活
闘
争
を
闘
う
た
め
、
今
後
も

多
く
の
単
組
訪
問
を
し
ま
す
。

ら
は
「
企
業
は
労
組
の
協
力
な

く
し
て
発
展
は
あ
り
え
な
い
。

労
使
間
の
見
解
の
違
い
、
環
境

の
変
化
、
情
勢
変
化
を
共
有
し
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
」
と
し
て
、
機
会
を
設
定
し

意
見
交
換
を
し
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
へ
の
要
請
で
は
、
賃

金
引
き
上
げ
、
非
正
規
雇
用
の

正
規
雇
用
へ
の
転
換
、
改
正
労

働
法
関
係
の
周
知
な
ど
環
境
整

備
に
む
け
た
六
項
目
の
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

泉
田
知
事
は
、「
現
在
の
日

本
の
最
大
の
問
題
は
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
。
要
請
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
し
っ
か
り
対
応
し
た

い
」
と
回
答
が
あ
り
、
過
剰
な

円
高
に
対
し
て
国
民
の
懐
を
温

め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
民

間
の
平
均
賃
金
を
上
げ
る
こ
と

が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
春
季
生
活
闘

争
に
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
県

知
事
に
対
し
て
、
要
請
と
意
見

交
換
を
行
い
、
理
解
と
支
援
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
三
月
六
日
に
は
新
潟
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
新
潟

県
商
工
会
連
合
会
へ
も
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

第84回メーデー　県内開催一覧
2013/3/12現在

地　区 と　　　き 会　　　場
県 中 央 4月27日 （土）10:00
県 中 央 4月27日 （土）10:00 新潟市陸上競技場
村 　 上 4月29日 （月）10:00 村上市勤労青少年ホーム
胎 　 内 4月24日 （水）18:30 胎内市産業文化会館
新 発 田 4月27日 （土）10:00 新発田市民文化会館
阿 賀 野 4月29日 （月）10:00 瓢湖水きん公園　野外ステージ

＊雨天時、福祉会館
五 　 泉 5月1日 （水）
東 蒲 原 4月27日 （土）10:30 阿賀町文化福祉会館

北 未定 （ ）
秋 　 葉 未定 （ ）
佐 　 渡 4月27日 （土） 9:00 アミューズメント佐渡
西 蒲 ・ 燕 5月1日 （水） 9:00 燕市吉田産業会館
三 　 条 5月1日 （水） 9:00 三条市総合体育館
加茂・田上 5月1日 （水） 9:00 加茂市民体育館
長 　 岡 5月1日 （水）10:00 アオーレ長岡
見 　 附 未定 （ ）
小 千 谷 未定 （ ）
北 魚 沼 未定 （ ）
南 魚 沼 4月27日 （土） 9:30 南魚沼市民会館
十 日 町 未定 （ ）
柏 　 崎 　 4月27日 （土） 9:00 柏崎市文化会館アルフォーレ
上 　 越 4月28日 （日）10:00 上越文化会館　大ホール
頸 　 南 4月28日 （日） 9:00 新井ふれあい会館 ふれあいホール
糸 魚 川 5月1日 （水） 9:00 糸魚川市民会館　大ホール

第  84  回
新潟県中央メーデー企画のお知らせ
◇ボランティア企画
①　エコキャップ（ペットボトルキャ
ップ）の回収

②　書き損じハガキ、未使用ハガキ・
切手の回収

③　使用済使い捨てカイロの回収
　※�メーデー当日会場にお持ち下さい。
専用ボックスで回収します。

　　�各構成組織、地協で周知しご協力
をお願いします。

　◎�東日本震災復興応援・東北産商品
の販売

◇参加型企画
①親子パン食い競争
②集団対抗大玉送り
前回、大いに盛り上がった企画です。
その他楽しい企画をいっぱいご用
意します。
参加してメーデーを楽しんでね。

（＠＿＠）

2013
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やめた

いいえ

はい

参加者の笑顔・成果あり

講師のNAMARAと会場は一体化

にいがたユニオン山本委員長

男性の参加者は毎年増えています

女性史から見た男女平等を講演される加納実紀代さん

Go

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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３
月
は
誕
生
月
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
毎
年
何

か
を
考
え
て
し
ま
う
。

人
生
と
い
う
と
大
袈
裟

だ
が
、
何
か
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
…
。
あ
る
人
気

大
物
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ラ
イ
ブ
で
、

一
〇
年
後
有
意
義
な
人
生
を
送
る
か

ど
う
か
は
、
今
ど
ん
な
生
き
方
を
し

て
い
る
か
で
大
体
決
ま
っ
て
く
る
と

言
っ
て
い
た
。
今
年
は
私
に
と
っ
て

節
目
の
誕
生
日
、
そ
の
言
葉
が
ず
っ

と
胸
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
思
い
つ
い

た
「
い
つ
も
心
に
太
陽
を
♪
♪
」
私

が
で
き
る
こ
と
は
こ
れ
だ
！
（
ピ
ン

ポ
～
ン
）。
毎
年
最
低
２
回
は
新
潟
の

私
に
？
会
い
に
来
て
く
れ
る
か
ら
あ

り
が
た
い
。
今
年
も
二
回
、

も
し
く
は
三
回
会
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。（
嬉
）

土曜相談会 ４月は13日に開催

もう一度食べたい！ この逸品

うちの町のＢ級グルメ○
� 胎内支部

たいないゴールド焼きそば
　胎内支部おすすめの一品は、割烹居酒屋「しらつゆ」さんの「た
いないゴールド焼きそば（650円）」です。
　米粉麺に胎内産黒豚モツや、油揚げ、ニラ、ネギ、キャベツな
ど全て地元産を使った味噌ダレ味の焼きそばです。
　事前に味付けされたモツともちもち米粉麺が絶妙です。
　「ゴールド」の名は味噌ダレと油揚げ
で表現しているそうです。
　胎内市は日本初の米粉専用工場が建設
されたこともあり、米粉発祥の地として
普及に力を入れています。
　今回ご紹介したお店以外にも、米粉を
使ったお菓子やメニューがたくさんあり
ますので、ぜひ胎内市にお越しの際は、
味わってみてください。

　　◆割烹居酒屋しらつゆ
　　　　　新潟県胎内市住吉町557-1　　電話 0254-43-2210

（連合下越地協　胎内支部）

２月のホームページ・アンケート結果発表
質問：�私は愛煙家だ。（タバコを吸っている）
　年々、タバコを吸う人は減ってきているようです。私の周
りでも少なくとも５人はやめています。私もそのひとり。健
康や購入費用を考えるとやめて良かったなと思います。喫煙
場所の減少や価格の上昇など愛煙家のみなさんには厳しい状
況ですが、文字通り煙たがられないようにマナーを守った喫
煙を心がけましょう。
　３月のＨＰアンケートは、オリンピックに関する質問です。
投票お待ちしています。

　

二
月
一
六
日
、
長
岡
市
・
ア

ト
リ
ウ
ム
長
岡
に
お
い
て
青
年

委
員
会
第
一
八
回
ユ
ー
ス
ラ
リ

ー
を
開
催
し
、
五
九
人
の
参
加

で
活
発
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
二
つ
の
講
演
を
企
画

し
、
は
じ
め
に
連
合
新
潟
・
齋

藤
会
長
か
ら
「
労
働
組
合
の
意

義
と
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
の

タ
イ
ト
ル
で
連
合
の
進
め
る
運

動
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
、
労

働
組
合
の
意
義
と
と
も
に
、
組

織
拡
大
の
必
要
性
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
新
潟
の
お
笑
い
集

団
「
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
の
高
橋

な
ん
ぐ
さ
ん
と
中
村
博
和
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」
と
題
し
て
、
相
手
と
心
を

通
わ
せ
る
た
め
に
重
要
な
こ
と

を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
楽
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
で
組
織
や
職
種
を
越
え
た

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
地
協
青
年
代
表

者
会
議
に
は
二
一
人
が
参
加
し
、

集
会
へ
の
参
加
の
拡
大
、
と
く

に
女
性
の
参
加
を
い
か
に
増
や

す
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
の
中

心
に
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

の
工
夫
と
と
も
に
、
周
知
の
仕

方
や
参
加
の
形
態
な
ど
を
話
し

合
い
、
各
地
協
で
の
運
動
に
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

を
進
め
よ
う
と
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
連
合
新
潟
・
齋
藤
会

長
か
ら
は
、「
地
域
の
中
で
に

い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
の
役
割
は
重

要
で
あ
る
。
一
緒
に
仲
間
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
ユ

ニ
オ
ン
の
応
援
団
と
し
て
力
強
い

激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
は
毎
年
、
国
連

の
「
国
際
女
性
デ
ー
」
に
呼
応

し
て
、「
に
い
が
た
集
会
」
を

開
催
し
、
今
年
は
三
月
九
日
新

潟
市
・
勤
労
福
祉
会
館
で
一
〇

五
人
が
参
加
し
、
女
性
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
史
研
究
家
の
加
納
実
紀

代
さ
ん
か
ら
「
歴
史
か
ら
み
る

男
女
平
等
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

題
し
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

加
納
さ
ん
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
問
題
は
、
歴
史
を
振
り
返
る

と
分
か
り
や
す
い
。
過
去
に
お

い
て
日
本
ほ
ど
男
女
平
等
で
あ

っ
た
国
は
な
い
の
に
、
現
在
は

格
差
の
大
き
い
国
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
因
に
は
男
性
が
歴

史
を
語
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

に
も
あ
る
よ
う
だ
。
日
本
は
先

進
国
の
中
で
も
労
働
や
政
治
分

野
で
の
女
性
参
画
が
特
に
進
ん

で
い
な
い
。
い
ち
早
く
女
性
の

参
政
権
を
確
立
し
た
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
で
は
、
あ
る
時
期
、

大
統
領
、
国
会
議
員
議
長
、
先

住
民
の
族
長
も
女
性
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
日
本
は
少
子
化

が
進
行
す
る
な
か
で
、
将
来
の

日
本
の
活
力
は
女
性
が
担
う
だ

ろ
う
」
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
は
「
一
人
ひ

と
り
の
行
動
で
『
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
』
を
め
ざ

す
」
と
い
う
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
少
子
高
齢
社
会
が
も
た
ら

す
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

る
労
働
力
不
足
」
か
ら
の
脱
却

の
鍵
は
、
全
国
で
三
〇
〇
万
人

以
上
の
働
き
た
い
女
性
を
ど
う

活
か
す
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

三
月
二
日
新
潟
市
内
で
第
一

九
回
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
、
三
八
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

山
本
執
行
委
員
長
は
あ
い
さ

つ
で
、
働
く
環
境
の
厳
し
い
中

で
い
き
い
き
働
き
続
け
る
た
め

に
、
仲
間
の
組
織
拡
大
と
結
束

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
上
昇

交
流
の
輪
を
拡
大

組
合
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
集
合

４月の自治体選挙
糸魚川市議会議員選挙

選挙日 2013年４月21日
連合新潟推薦予定候補者

第23回参議院選挙候補者

女
性
参
画
こ
そ
日
本
の
活
力

国

際

女

性

デ

ー

第
二
〇
回
に
い
が
た
集
会

田中　立一
（たなか　りゅういち）

無所属　現①　59歳

古 川 　 昇
（ふるかわ　のぼる）

無所属　現①　63歳

24

◎新潟選挙区
風間　直樹

（現①・46）

（民主党公認）

連合組織内比例代表候補予定者
	 かわい たかのり	 （ＵＡゼンセン　現①・49）

	 神 本  み え 子	 （日 教 組　　　現②・65）

	 石 上  と し お	 （電機連合　　　新・51）

	 浜野 よしふみ	 （電力総連　　　新・52）

	 さだみつ 克之	 （ＪＰ労組　　　新・53）

	 いそざき 哲史	 （自動車総連　　新・43）

	 とどろき 利治	 （基幹労連　　　現①・53）

	 吉 川  さ お り	 （情報労連　　　現①・36）


